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た。矢巾での経営面積は当時で 50 a－1 ha 程度、


































画（ロッテ）は 30 ha、少し奥の区画は 50 ha、












































































4時に起きて大志田の駅から外山まで毎日 10 km写真 6　イグアスにある勇雄の墓



























































































































































































現在、A氏はダム湖や池（20 m×40-50 m くら
いの池が 4つほど）にティラピアという草魚類の




































































































は 400 ha ほどである。その他に大豆 600 ha（2010
年）とエンバクも栽培している。家からもっとも










































では 1日 10 ha 程度しか播種できなかったため、







































































う。2010 年に B氏は大豆を 600 ha 栽培した（借
地 150 ha、自作地 450 ha）。しかし 2011 年は土
地の一部を売却する予定である。それというのも、




1500 ドル/ha であり、その土地を 180 ha、1 ha
あたり 7500 ドルで売却することにした。






































グアス農協管内で販売高第 2 位、反収第 5 位で
あった。このときの平均収量は 1200 kg/ha だっ
たが、B氏は 1900 kg/ha。これでも高水準だが、
平年であれば 3 トンは取れ、2010 年は 3390 kg/
ha の反収で、おそらく 2位であろう。作付面積
は 600 ha ほどなのでB氏の全収量は平年 2000 ト












































雌牛 80-100 頭をいずれ 400 頭ほどに増やしたい
と考えている。もっとも、そのためには牧草や種
牛の確保といった課題を解決せねばならない（種
















































































































家族に対しては、父親に 150 万 Gs（約 3万円）、































































































































































































































































































































































































































































17） 勇雄の農地 180 ha ほどのうち、B氏が 50 ha、D氏が
80 ha ほどを耕作している。






















草地 2 ha に牛 1 頭しか育てられないといわれていた
のだが、大豆を育てていた農地は牧草の成長率が良好
で 10 頭/ha の飼養が可能という結果がこの試験場か
ら出された。B氏はこうした結果を見て、大豆栽培よ
りも興味を持つようになったと語っている。
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